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　『
18
歳
か
ら
の
民
主
主
義
』

●
岩
波
新
書
編
集
部
編　
岩
波
新
書
（
定
価　

本
体
８
４
０
円
＋
税
）

　

昨
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
を
受
け
、

「
18
歳
選
挙
権
」
が
実
現
す
る
。
7

月
の
参
議
院
選
挙
で
は
新
た
に
18
歳

と
19
歳
の
約
２
４
０
万
人
が
投
票
で

き
る
。
幾
つ
か
の
高
校
で
18
歳
選
挙

権
の
話
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
知
っ
て
い
る
」
と
の
声
は
多
い
も

の
の
、「
投
票
に
行
く
」
と
答
え
る

生
徒
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
後
の
原
発

再
稼
働
や
、
安
全
保
障
関
連
法
案
に

対
し
て
若
者
が
デ
モ
を
行
う
様
子
も

報
道
さ
れ
、
一
部
の
若
者
た
ち
の
政

治
参
加
へ
の
意
欲
も
感
じ
取
れ
る
。

　

入
試
小
論
文
で
も
若
者
の
政
治
意

識
を
問
う
出
題
が
増
え
て
い
る
。
そ

こ
で
今
号
は
岩
波
新
書
編
集
部
編

『
18
歳
か
ら
の
民
主
主
義
』
を
読
ん

で
い
く
。

民
主
主
義
は
ど
う
実
現
？

　

本
書
は
「
民
主
主
義
」「
選
挙
」
を

契
機
に
、
日
本
の
社
会
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
そ
の
道
の
「
論
客
」
が
平
易

に
、「
熱
く
」
問
題
提
起
し
た
も
の
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
民
主
主
義
と
は
何
か
。

大
山
礼
子
氏
（
法
学
）
は
「
私
た
ち

国
民
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
政
治
が

行
わ
れ
、
政
策
が
決
定
・
実
行
さ
れ

る
こ
と
」
と
説
明
す
る
。
国
民
全
員

で
議
論
し
て
物
事
を
決
め
る
の
は
無

理
。
そ
こ
で
「
自
分
の
代
わ
り
に
政

策
決
定
を
担
う
人
」
を
選
挙
で
選
ぶ
。

こ
れ
が
「
代
議
制
」
で
あ
る
。

　

国
の
権
力
で
あ
る
国
会
（
立
法

権
）・
最
高
裁
判
所
（
司
法
権
）・
内

閣
（
行
政
権
）
の
う
ち
、国
会
は
「
国

民
代
表
機
関
」
で
あ
り
、「
国
権
の
最

高
機
関
」と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は「
国

会
が
主
権
者
で
あ
る
国
民
に
よ
っ
て

選
ば
れ
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
。
そ

し
て
選
挙
権
に
つ
い
て
、
青
井
未
帆

氏
（
憲
法
学
）
は
、
国
の
法
律
や
政

策
の
「
根
拠
（
正
統
性
）」
を
支
え

る
も
の
で
あ
り
、投
票
は
国
民
が「
主

権
者
」
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
認

め
ら
れ
た
「
権
利
」
だ
と
説
明
す
る
。

　

選
挙
と
は
何
か
。坂
井
豊
貴
氏（
経

済
学
）
は
「
多
様
な
意
見
か
ら
一
つ

の
結
論
を
確
定
さ
せ
る
制
度
」、
多

数
決
へ
の
投
票
だ
と
説
明
す
る
。
た

だ
し
選
挙
結
果
は
必
ず
し
も
多
数
派

の
意
向
を
反
映
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
選
挙
の
勝
者
で
あ
っ
て
も
、
た
だ

一
つ
の
政
策
さ
え
過
半
数
か
ら
支
持

さ
れ
て
い
な
い
」（
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル

ス
キ
ー
の
逆
理
）
こ
と
も
あ
る
。

　

ま
た
荻
上
チ
キ
氏
は
「
代
議
士
に

よ
る
多
数
決
だ
け
で
は
、『
民
』
の
声

が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
い
う
。
そ
こ
で
よ
り
民
主
主

義
的
だ
と
思
え
る
社
会
実
現
の
た
め

の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
「
デ
モ
、
ロ
ビ
イ

ン
グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
署

名
、
演
説
、
集
会
」
な
ど
に
な
る
。

　

選
挙
も
含
め
た
様
々
な
政
治
活
動

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
「
メ

デ
ィ
ア
」
で
あ
る
。
荻
上
氏
は
「
自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
社
会
に
ど
ん

な
政
治
課
題
が
あ
る
の
か
を
把
握
し

て
い
な
い
と
、
代
表
を
選
ぶ
基
準
が

分
か
ら
な
い
」
と
説
く
。
候
補
者
が

「
投
票
に
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
が
わ

か
ら
な
い
と
、
賢
い
投
票
に
つ
な
が

ら
な
い
」
し
、
代
議
士
が
「
議
会
で

し
っ
か
り
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を

知
る
こ
と
」
も
大
切
に
な
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
ら
の
判
断
材
料

を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
デ
モ
な
ど
民

主
主
義
オ
プ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
、

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る

こ
と
で
、「
論
点
を
社
会
に
広
げ
て
い

く
」
狙
い
も
あ
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
メ
デ
ィ
ア
に
は

「
バ
イ
ア
ス
」（
偏
り
）
が
あ
る
こ
と
。

ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
と
な
る
と
、
自
由
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で
広
範
な
発
信
力
の
一
方
、
誤
っ
た

情
報
の
拡
散
や
偏
見
を
深
め
る
場
に

も
な
る
。
荻
上
氏
は
「
メ
デ
ィ
ア
の

ク
セ
」
を
知
り
つ
つ
、「
民
主
主
義
を

達
成
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
自

覚
的
に
用
い
る
こ
と
」
を
強
調
す
る
。

選
択
は「
社
会
問
題
」で
考
え
る

　

選
挙
で
政
策
を
考
え
る
上
で
重
要

な
論
点
は
「
税
金
」
で
あ
る
。
三
木

義
一
氏
（
法
学
）
は
「
税
金
と
は
、

主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
国
民
が
、
自

分
た
ち
の
社
会
を
運
営
し
て
い
く
た

め
に
出
し
合
う
お
金
」
だ
と
言
う
。

　

選
挙
の
た
び
に
「
減
税
」
を
主
張

す
る
政
治
家
は
多
い
が
、
三
木
氏
は

「
減
税
は
本
当
に
正
義
の
主
張
か
？
」

と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
税
金
の
大

半
は
、「
公
共
の
目
的
や
貧
困
に
あ
え

ぐ
人
た
ち
の
生
活
を
さ
さ
え
る
た
め

の
、社
会
の
運
営
費
」。
減
税
は
そ
の

運
営
費
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
な
る
。

与
野
党
と
も
減
税
を
主
張
す
る
一
方
、

社
会
福
祉
策
増
大
を
訴
え
る
こ
と
は

「
ま
っ
た
く
の
矛
盾
」
と
手
厳
し
い
。

　

そ
の
結
果
が
現
在
の
日
本
の
国
家

予
算
だ
。
歳
出
１
０
０
兆
円
に
対
し
、

歳
入
で
の
税
収
は
55
兆
円
、
残
り
の

45
兆
円
は
国
債
。
国
債
の
累
積
額
は

１
０
０
０
兆
円
を
超
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
解
決
す
る
手
立
て
は
「
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
、
緊
縮
財
政
、
借
金

踏
み
倒
し
」
な
ど
だ
が
、
い
ず
れ
も

国
民
が
負
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

本
書
で
は
さ
ら
に
「
憲
法
改
正
」

「
景
気
」「
教
育
」「
少
子
高
齢
化
社
会
」

「
労
働
」」「
戦
争
と
安
全
保
障
」「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
な
ど
ホ
ッ
ト
な
社
会
的

な
テ
ー
マ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

例
え
ば
「
少
子
高
齢
化
」。
結
城

康
博
氏
（
社
会
福
祉
学
）
は
若
者
は

「
ど
う
せ
高
齢
者
に
有
利
な
政
策
を

訴
え
た
候
補
者
が
当
選
す
る
の
だ
か

ら
若
者
に
恩
恵
が
な
い
」
と
考
え
、

「
国
公
立
大
学
の
授
業
料
値
上
げ
問

題
」「
若
者
の
雇
用
問
題
」
な
ど
に
比

べ
て
「
年
金
、医
療
、介
護
の
『
充
実
』

を
訴
え
る
候
補
が
有
利
だ
と
推
測
し

て
い
る
の
で
は
」
と
言
う
。

　

だ
が
こ
れ
ら
の
「
充
実
」
は
「
必

ず
し
も
若
者
に
関
係
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
」
と
結
城
氏
。
な
ぜ
な
ら
晩

産
化
の
な
か
、
18
～
22
歳
の
親
世
代

は
50
歳
を
超
え
る
の
が
一
般
的
で
、

祖
父
母
世
代
の
介
護
と
教
育
の
ダ
ブ

ル
ケ
ア
で
あ
る
「
介
護
・
子
育
て
族
」

が
大
多
数
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

も
し
高
齢
者
施
策
が
削
減
さ
れ
れ

ば
、
若
者
自
身
へ
の
生
活
に
も
「
大

き
な
影
響
が
生
じ
る
」。
公
的
介
護

施
設
に
入
所
で
き
な
け
れ
ば
高
額
な

有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
た
め
、
親

世
代
が
仕
送
り
を
す
る
か
介
護
を
行

う
必
要
が
出
て
く
る
。
親
が
「
介
護

離
職
」
す
れ
ば
、
若
者
自
身
も
ア
ル

バ
イ
ト
で
家
計
を
援
助
し
た
り
、
奨

学
金
を
借
り
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
若
者
自
身
が
50
歳
代
の
頃
は
、
少

子
高
齢
化
は
も
っ
と
深
刻
に
な
る
。

そ
の
中
で
人
生
設
計
す
る
に
は
、「
親

の
介
護
」「
子
育
て
」
の
両
者
を
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
、
結
城
氏
。

　

た
だ
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
日
本

の
財
政
事
情
は
悪
化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
結
城
氏
は
今
の
よ
う

な「
世
代
間
扶
養
」だ
け
で
な
く
、「
世

代
内
扶
養
」
へ
と
社
会
保
障
を
広
げ

る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
今
あ
る
社
会
問
題
を
み
ん
な

で
「
ど
う
解
決
す
る
の
か
」
も
、
民

主
主
義
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
。

　

本
書
で
は
さ
ら
に
、
18
歳
か
ら

１
０
１
歳
の
19
人
が
、
民
主
主
義
へ

の
思
い
を
語
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が

「
民
主
主
義
は
道
具
」
と
い
う
上
野

千
鶴
子
氏
。「
不
完
全
で
欠
陥
の
多
い
、

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
に
代
わ

る
こ
れ
以
上
の
も
の
が
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
」
こ
の
道
具
。
念
頭
に
お

く
べ
き
は
「
何
を
決
め
る
の
か
の
決

定
の
正
し
さ
を
、
す
こ
し
も
保
証
し

な
い
」
し
、「
使
い
方
に
習
熟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
使
わ
な
け
れ
ば

錆
び
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
民
主
主
義
を
身
に
つ
け
る

場
所
は「
日
々
の
暮
ら
し
」。
家
庭
や

学
校
、
地
域
で
話
し
合
い
を
し
、「
異

論
を
言
う
こ
と
。
異
見
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
、
少
数
意
見
を
排
除
し
な
い

こ
と
、話
し
合
い
の
前
と
後
と
で
、自

分
と
相
手
の
意
見
が
変
わ
る
こ
と
」。

こ
う
し
た「
テ
マ
ヒ
マ
の
か
か
る
め

ん
ど
う
く
さ
い
過
程
」
を
経
て
、
参

加
者
全
員
が
「
納
得
で
き
る
意
思
決

定
を
す
る
」
経
験
を
積
み
重
ね
な
け

れ
ば
民
主
主
義
は
身
に
つ
か
な
い
と

上
野
氏
。
友
人
同
士
や
部
活
動
、
彼

氏
彼
女
と
の
日
常
の
中
で
、
民
主
主

義
を
磨
く
こ
と
が
、「
初
め
の
一
歩
」

な
の
で
あ
る
。�

（
評
＝
福
永
文
子
）


